
歳出内訳及び財源内訳（H30普通会計決算）

【一般財源の内訳】

（百万円）

特　　定　　財　　源

一般財源使用料
手数料

国庫支出金
都道府県支出金

繰入金
市債

（臨財債以外）
その他 合　計

2.6% 1,908 25.6%

扶　助　費 0 0.0% 1,145 45.5% 13 2.5% 0 0.0% 59 10.7% 1,217 21.0% 609 8.2%

人　件　費 13 5.1% 62 2.5% 41

0.0% 0 0.0%

32 5.8% 1487.7% 0 0.0%

22 4.0% 64 1.1% 1,446 19.4%

義務的経費　計 55 21.6% 1,207 48.0% 54 10.2% 0 0.0% 113 20.4% 1,429 24.6% 3,963 53.2%

公　債　費 42 16.5% 0 0.0% 0

14.2% 942 12.6%

補助費等 2 0.8% 148 5.9% 176 33.2% 456 23.4% 28 5.1% 810 14.0% 740 9.9%

物　件　費 190 74.5% 197 7.8% 254

0.0% 0 0.0%

184 33.3% 82547.9% 0 0.0%

0 0.0% 150 2.6% 1,387 18.6%

投資的経費 0 0.0% 812 32.3% 45 8.5% 1,493 76.6% 146 26.4% 2,496 43.0% 299 4.0%

繰　出　金 0 0.0% 150 6.0% 0

92 1.6% 40 0.5%

小　　計 255 100.0% 2,515 100.0% 530 100.0% 1,949 100.0% 553 100.0% 5,802 100.0% 7,371 98.9%

そ　の　他 8 3.1% 1 0.0%

0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

82 14.8%1 0.2% 0 0.0%

100.0%

0 0.0% 0 0.0% 54 0.7%

余剰金（黒字） 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 25 0.3%

翌年度繰越財源 0

553 100.0% 5,802 100.0% 7,450 100.0%

　〇一般財源/歳入総額＝56.2％
　〇（一般財源＋使用料手数料）/歳入総額＝58.1％

　地方税 2,506 33.6%

　交付税（臨時財政対策債含む） 4,073 54.7%

　その他（譲与税交付金、財政調整基金繰入金、財産収入、
　　　　　　　繰越金など）

871 11.7%

合　　計 255 100.0% 2,515 100.0% 530 100.0% 1,949

【主な特徴点等】

〇歳出側（横軸）から見た場合

人件費、公債費、繰出金は、一般財源で負担する部分が大きい。一方、扶助費は国府制度の下に実施しているもの（保育、生活保護、児童手当等）が多く、

比較的一般財源で負担する部分は小さい。

〇歳入側（縦軸）から見た場合

一般財源については、義務的経費＋繰出金に70％以上を使っている。
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一般財源使途の比較（H29決算における構成比率）
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人件費

【主な特徴点等】

〇直接的な住民サービスである扶助費、補助費等は低い･･･市単独制度によるものが、他市町と比べて少ないものと推測される。

〇人件費、公債費、繰出金については高い



一般財源使途の推移（構成比率）
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H17以降減少、近年はほぼ横ばい
増加傾向 H17以降減少傾向

H27以降増加、H28、29は特に大きい

（ふるさと納税経費、図書館充実、ミップル移転、センター給食化等）

H17以降微減傾向、H30は増加

（旧簡易水道繰出金が経営統合により補助費分析に）

増加傾向

平成前半は大きく、H17以降低下し横ばい

（投資抑制、過疎債（充当率100％）の活用等）



特別会計における歳出内訳及び財源内訳（H30決算）

〇国民健康保険事業

〇介護保険事業 黒字　5

〇下水道事業 黒字　71

〇水道事業（収益的収支）

〇水道事業（資本的収支） 赤字　△8

赤字　△170

（百万円）

歳出
2,322

保険給付費 納付金 総務費
保健
事業費

その他

1,676（72.2%） 503（21.7%）
37

（1.6%）
34

（1.5%） 72（3.0%）

歳入
2,327

国保税
一般会計繰入金

（基準内） 国府支出金 その他

379（16.3%） 171（7.3%） 1,700（73.1%）
77

（3.3%）

（百万円）

歳出
2,895

保険給付費
地域支援
事業費

総務費 その他

2,511（86.7%）
177
（6.1%）

80
（2.8%）

127
（4.4%）

歳入
2,966

保険料
一般会計繰入金

（基準内）
国府支出金・支払基金交付金 その他

589（19.9%） 424（14.3%） 1,861（62.7%）
92

（3.1%）

（百万円）

歳出
1,617

事業費（施設整備費、維持管理費負担金） 公債費
総務
費

752（46.5%） 849（52.5%） 15
（1.0%）

歳入
1,617

使用料 一般会計繰入金
受益
者負
担金

市債 国庫支出金等

276（17.1%）
基準内 基準外 15

（1.0%）
629（38.9%） 161（9.9%）

481（29.7%） 55（3.4%）

歳出
551

人件費（引当金含む） 維持管理費 減価償却費 支払利息
その
他

92（16.7%） 124（22.5%） 269（48.8%） 60（10.9%） 6
（1.1%）

歳入
543

給水収益
一般会計
補助金

長期前受金戻入
その
他

403（74.2%）

基準内 基準外

110（20.3%） 7
（1.3%）17

（3.1%）
6

（1.1%）

歳出
274

建設改良費 企業債償還金（元金）

91（33.2%） 183（66.8%）

歳入
104

一般会計出資金（基準内） 企業債 その他

50（48.1%） 47（45.2%） 7（6.7%）




